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（
公
財
）
神
奈
川
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

事
務
局
長　

岩
村 

恒
由

四
月
一
日
か
ら

県
老
連
の
事
務
局

長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
岩
村
で
ご

ざ
い
ま
す
。

本
県
の
総
人
口
に
お
け
る
高
齢
者

人
口
の
割
合
は
、
平
成
二
十
二
年
度
の

二
〇・
二
％
（
ほ
ぼ
五
人
に
一
人
）
か
ら
、

三
十
二
年
度
に
は
、
二
六
・
二
％
（
ほ
ぼ

四
人
に
一
人
）
と
な
る
見
込
み
で
、
そ
の

後
も
全
国
平
均
を
上
回
る
急
激
な
ス
ピ
ー

ド
で
高
齢
化
が
進
む
と
予
測
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

一
方
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
数
は
全
国

的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、
本
県
に
お
い
て

も
、
平
成
二
十
二
年
度
の
十
一
万
十
四
人

か
ら
、
二
十
八
年
度
は
九
万
五
六
四
人
ま

で
減
少
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

高
齢
者
が
相
互
に
支
え
合
い
、
自
ら
の

生
活
を
楽
し
く
豊
か
な
も
の
に
す
る
と
と

も
に
、
地
域
社
会
の
充
実
と
発
展
に
も
貢

献
し
て
い
く
活
動
と
し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ

へ
の
期
待
は
大
変
大
き
な
も
の
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
と
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ク
ラ
ブ
運
営
の

お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
、
微
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ 

だ 

ま

通巻

193号

●正しかった「休会」の判断
役員改選の年、次の役員のお願いに回
っていた。人間関係の問題が噴出し、役
員や会長を受ける人がいない事態となっ
た。当時、世話役的に立ち回っていた内
田一夫さん（単位クラブ会長経験4年、
現在92歳）は解散だけは避けたいと「休
会」にし、時間をかけて「会長・役員の
なり手がいない問題」の根本を話し合お
うと提案した。
●新会長をみつけるまで
休会1年目、内田さんは組織再生委員
会（前役員10名）を作り、年6回の会
合の中で問題点の洗い出しを行った。連
合会行事への役員参加が負担なこと等が
挙げられた。翌年も休会し継続審議とし
た。会長候補となる方々を訪問し説得を
続け、現会長の村越礎さんにバトンタッ
チすることができた。
●南足柄市老連のサポート
「全国100万人会員増強運動」をうけ、
市老連は「組織検討委員会」を作った。
新クラブの立上げよりも、「休会クラブ」
の再開に着手。負担と感じる老連行事へ
の参加に自由度を与え、1年間のオブザ
ーバー参加を認めた。必要書類作成は事
務局がサポート。平成28年度、正式に
老連クラブとして再出発する。ここまで
4年を要したが、関わる全ての人が丁寧
に仕事を進めて実った結果だ。
●若手高齢者を入れるために
自身が若手高齢者である村越会長（74
歳）は、「パークゴルフの活動に力を入れ
たい」と話す。パークゴルフに来る方は
比較的元気で動ける。「今年は土日にパー
クゴルフのイベントを企画中です。働く
高齢者が増える中、若手を誘うには曜日
を変えると参加率に違いが出ると思って
います。」ここを軸に会員増強につなげた
いと考えている。

検 索

み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
で
は
、
活
動

の
見
え
る
化
を
目
指
し
、
Ｐ
Ｒ
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
広
報
紙
「
や

ま
も
も
」
を
読
売
・
朝
日
・
毎
日
の

三
大
新
聞
に
折
り
込
ん
で
、
地
域

に
五
万
五
千
部
を
配
布
し
て
い
る

の
も
そ
の
ひ
と
つ
。
年
四
回
の
発

行
で
、
昨
年
の
五
月
か
ら
始
め
た
。

紙
面
の
マ
ン
ネ
リ
化
を
改
善
し
よ

う
と
、
制
作
協
力
の
業
者
を
選
定

し
直
し
た
。
担
当
の
赤
井
明
郎
教

養
部
長
は
「
紙
面
を
見
て
入
会
し

た
い
と
い
う
人
も
い
て
、
反
響
は

あ
り
ま
す
。
編
集
は
七
人
で
や
っ

て
い
て
、
新
聞
社
の
О
Ｂ
な
ど
人

材
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

若
い
力
の
活
用
を
検
討
し
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
充
実
し
て
い
て
、「
や
ま

も
も
」
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
や
会
の

最
新
情
報
、
活
動
の
動
画
も
配
信

し
て
い
る
。

会
の
Ｐ
Ｒ
は
、
地
元
の
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
で
も
放
送
し
て
い
る
。
毎

日
五
分
間
、
地
域
の
活
動
を
紹
介

し
、
市
民
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
に
は
〝
勢
年

部
〟
と
い
う
部
会
が
あ
る
。
様
々

な
世
代
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
三
世
代

交
流
事
業
を
行
っ
て
い
る
。例
え
ば
、

地
元
の
漁
業
組
合
と
地
引
網
体
験

を
共
催
し
て
、
若
い
家
族
と一緒
に

交
流
し
た
り
、
幼
稚
園
で
す
い
と

ん
作
り
を
し
た
り
、
大
学
の
ゼ
ミ

に
協
力
し
て
、
地
元
特
産
の
海
藻

を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
、
販
売

す
る
カ
フ
ェ
を
手
伝
っ
た
り
。

「
今
、地
域
で
の
つ
な
が
り
が
な
い
。

そ
こ
を
補
お
う
と
、
い
ろ
い
ろ
な

取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま

す
。
ダ
ン
ス
や
マ
ー
ジ
ャ
ン
な
ど
は

参
加
費
を
い
た
だ
く
な
ど
、
有
料

の
行
事
も
多
い
で
す
が
、
大
勢
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ

う
い
う
活
動
に
参
加
し
た
い
と
入

会
し
て
く
れ
る
人
も
い
ま
す
」
と

勢
年
部
の
掛
札
寛
治
部
長
。

み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
は
、
県
内
で

も
珍
し
く
行
政
と
の
連
携
が
密
だ
。

会
と
一
体
と
な
っ
て
事
業
を
展
開
さ

せ
、
行
政
側
か
ら
二
十
年
以
上
会

を
支
え
る
秋
山
勝
事
務
局
長
は
こ

う
話
す
。

「『
楽
し
く
な
け
り
ゃ
老
人
ク
ラ
ブ

じ
ゃ
な
い
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
や
っ
て

い
ま
す
。
会
員
の
ニ
ー
ズ
を
五
年

ご
と
に
リ
サ
ー
チ
し
、
要
望
を
取

り
入
れ
て
企
画
を
考
え
る
。
そ
の

企
画
を
企
業
に
持
ち
込
ん
で
、一緒

に
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
る
。
事

業
の
経
費
を
ど
う
や
っ
て
賄
う
か

は
、
い
つ
も
考
え
て
い
ま
す
」

秋
山
事
務
局
長
の
決
断
と
行
動

の
早
さ
に
は
、
部
会
長
た
ち
も
信

頼
を
寄
せ
て
い
る
。

「
会
の
行
事
は
社
会
貢
献
事
業
で

す
。
参
加
者
が
楽
し
け
れ
ば
い
い
。

今
後
の
会
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
お
金

を
、
今
い
る
会
員
の
楽
し
さ
や
充

実
に
使
う
の
か
、
新
し
い
会
員
を

集
め
る
の
に
使
う
の
か
。
加
入
促

進
が
う
ま
く
い
か
な
い
現
実
を
見

て
い
る
と
、
前
者
で
も
い
い
の
か
な

と
思
い
ま
す
」。
情
熱
と
柔
軟
さ
で

会
を
支
え
る
秋
山
局
長
と
各
部
会

長
と
の
連
携
プ
レ
ー
で
、
新
し
い

老
人
ク
ラ
ブ
を
模
索
中
だ
。

（
小
松 

薫
）

「クラブをつくろう！」の紹介　― 第６回 ―

休会クラブ、こうして再開しました
――南足柄市老連「下

しも

怒
ぬ

田
だ

長生会」」

再開後はじめての総会

パークゴルフメンバー

パークゴルフ場

（左から）秋山事務局長　赤井教養部長　掛札勢年部長

み
ら
い
ふ
る
鎌
倉  

活
動
の
見
え
る
化
Ｐ
Ｒ



ゆ
め
ク
ラ
ブ
神
奈
川
の
動
き
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かな

がわ ②�

友
愛
活
動
等
支
援
事
業
の
実
施
／

三
十
一
市
町
村
老
連

③�

地
域
活
動
支
援
事
業
／
市
町
村
老
連

が
行
う
次
世
代
等
交
流
事
業
、
安
全

安
心
活
動
、
パ
ソ
コ
ン
活
用
事
業
等

を
支
援
／
三
十
一
ヶ
所
。

④�

九
月
二
十
日
「
社
会
奉
仕
の
日
」
統

一
活
動
の
実
施
。　

⑤�

老
人
ク
ラ
ブ
「
一
〇
〇
万
人
会
員
増

強
運
動
」
の
推
進
。

◆
学
習
・
参
加
で
豊
か
に
生
き
る

　（�

情
報
提
供
、学
習
に
よ
る
リ
ー
ダ
ー
養
成
事
業
）

①�

機
関
紙
「
ゆ
め
ジ
ャ
ー
ナ
ル
神
奈
川
」

の
発
行
／
年
二
回
。

②�

ブ
ロ
ッ
ク
別
単
位
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ

ー
・
新
任
会
長
等
研
修
会
の
開
催　

／
七
ヶ
所
。

③�

県
老
連
役
員
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
、
地

域
活
動
推
進
員
の
研
修
会
の
実
施
及

び
全
老
連
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

へ
の
参
加
。

④�

市
町
村
老
連
の
指
導
育
成
、
六
ブ
ロ

ッ
ク
老
連
連
絡
会
議
へ
の
支
援
。

　
　◆

わ
く
わ
く
ニ
コ
ニ
コ
楽
し
く
生
き
る

①�

神
奈
川
県
老
人
ク
ラ
ブ
等
功
労
者
の

つ
ど
い
の
開
催

②
賀
詞
交
換
会
の
開
催
。

③
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
へ
の
参
加
。

く
主
な
事
業
の
体
系
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◆
か
が
や
い
て
元
気
に
生
き
る

　 （
健
康･

生
き
が
い
事
業
）

①�

高
齢
者
健
康
づ
く
り
教
室
／
県
下
二

ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
。

②�

ブ
ロ
ッ
ク
別
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流

の
集
い
へ
の
支
援
／
六
ブ
ロ
ッ
ク
。

③�
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ア
か
な
が
わ

へ
の
参
加

④�

介
護
予
防
・
生
き
が
い
づ
く
り
支
援

事
業
（
県
委
託
事
業
）

　

�

ゆ
め
ク
ラ
ブ
大
学
／
六
ブ
ロ
ッ
ク

　

各
二
回
（
二
ヶ
所
）
で
実
施

　

地
域
支
援
事
業
担
い
手
養
成
研
修

　

事
業

◆
な
か
ま
を
広
げ
て
仲
良
く
生
き
る

　 

（
社
会
活
動
事
業
）

①�

友
愛
チ
ー
ム
四
四
九
チ
ー
ム
に
よ
る

寝
た
き
り
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等

に
対
す
る
相
互
生
活
支
援
活
動
及
び

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
の
実
施
。

県
老
連
平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画

･

予
算
決
定

　

平
成
二
十
九
年
度
は
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
県
老
連
か
ら
の
予
算
要
望

が
実
り
、「
介
護
予
防
・
生
き
が
い
づ

く
り
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
、
県
老
連

が
引
き
続
き
県
か
ら
委
託
を
受
け
実
施

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
と

の
連
携
・
協
働
に
よ
り
、
健
康
寿
命

日
本
一
に
向
け
た
高
齢
者
の
健
康
づ
く

り
、
生
き
が
い
づ
く
り
に
よ
る
介
護
予

防
を
推
進
す
る
も
の
で
、「
ゆ
め
ク
ラ

ブ
大
学
」
を
県
下
六
ブ
ロ
ッ
ク
で
各
二

回
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
健
康
づ

く
り
等
に
係
る
実
技
も
含
め
た
講
座
を

五
講
座
程
度
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
地
域
支
援
担
い
手

養
成
研
修
も
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
含
め
た
平
成
二
十
九
年
度

事
業
計
画
及
び
予
算
案
は
、
三
月
三
日

の
理
事
会
及
び
十
六
日
の
評
議
員
会
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
下
、
県
老
連
の
基
本
方
針
に
基
づ

平成28年度予算（単位：千円）

☆�県からの補助金、委託金は年々削減される中、分担金は、県老
連にとって貴重な安定した財源で、研修会や健康づくりなど各種
事業費に充当させていただいております。

9,474

1,300

14,210

 6,413

3,500

323

3,461

38,681

収 入
分担金

事業収益

補助金

委託費

寄付金

その他

正味財産対応

合　計

支 出
公益目的事業

その他事業
（賀詞交歓会）

法人会計

合　計

32,227

1,225

5,229

38,681

収入の不足分（3,431千円）は、
正味財産から補填します。

上の予算を会員（90,560人）一人あたりに換算すると
356円になります。

クラブ等育成事業

地域活動事業

調査広報事業
大会会議費
事業活動基金事業

（旧21世紀基金）
介護予防・生きがい
づくり支援事業
共通経費

合　計

県老連・関ブロ等研修

健康づくり、友愛、地域活動
支援事業等

ゆめジャーナル委員会等

全国大会、功労者の集い

老人クラブ活動ＰＲ事業
ニュースポーツ交流の集い

ゆめクラブ大学

事業に伴う人件費・事務経費

2,186

10,593

280
1,405

 702

3,458

13,603
32,227

公益目的事業の内訳



皆様の貴重な基金を今後も各
市町村老連事業に活用させて
いただきたいと思います。
ご協力ありがとうございました。

【募金活用について】
平成28年度は「ニュースポーツ交流の集い開催事業」助成
金を活用して６ブロック（７か所）でスポーツ交流会が開催
され、約1,000人の方々にご参加いただきました。平成28
年12月16日（金） かながわ県民センターで開催の「ゆめクラ
ブ神奈川事業活動基金管理委員会」において、今後も本募
金の継続維持と老人クラブ事業活動に活用していくためにも
各市町村老連開催の各事業等において、募金活動へのご理
解とご協力を各市町村老連事務局へ協力のお願いをしており
ます。平成29年度も「スポーツ交流大会助成金」として活用
することが、理事会において承認されました。この助成事業
開催にあたり開催老連には「事業活動基金の活用事業である」
ことを明記するなど周知をお願いしております。皆様の地元

開催での事業においても“ゆめちゃんマーク”の募金箱設置
でご協力をお願いすることがあると思います。今後とも『事
業活動基金』のはっきりとした目的を示した上で、活動をす
すめていきたいと思いますので、ご協力の程、よろしくお願
いいたします。

（平成27年度より「ゆめクラブ神奈川事業活動基金」と名称が変わりました。）

●横須賀市 61,500 円／梅友会 1,000 円、池田団地喜
楽会 1,000 円、東中里親和会 1,000 円、三春町 4 丁
目寿会 1,000 円、湘南鷹取 4 丁目老人クラブ湘寿会
1,000 円、第一平作悠遊会 2,000 円、小川町白寿会
5,000 円、湘南山手シニア会 1,000 円、小矢部エッセ
イクラブ 2,000 円、横須賀市老連 43,500 円、湘南鷹
取 2 丁目睦会 1,000 円、田浦２丁目老ク第二健寿会
1,000 円、ハイランド１丁目夢クラブ 1,000 円

●平塚市 25,946 円／神田田村第 2 長寿会 2,146 円、
平塚市老連 23,800 円

●鎌倉市 3,000 円／大平山丸山白扇会 3,000 円
●藤沢市 16,000 円／藤寿会 3,000 円、第二長寿会

2,000 円、七壽会 3,000 円、引地笑和会 2,000 円、
御所見夢クラブ 2,000 円、藤寿会 3,000 円、西部地
区諏訪白寿会 1,000 円

●小田原市 69,810 円／富水老連 2,000 円、芦子地区
老人会 3,500 円、緑地区連合会 2,310 円、小田原山
王網一色地区連合老人会 3,000円、十字地区3,000円、

むつみ会 3,000 円、和会老人クラブ 2,000 円、34 区
ことぶき会 3,000 円、下曽我地区老連 3,000 円、湘
会老人クラブ 2,000 円、富士見地区南鴨宮第三長寿会
2,000 円、幸老連 3,000 円、上府中地区老連 3,000 円、
前羽長楽会 5,000 円、堀之内福寿会 3,000 円、下府
中老連 3,000 円、新玉老人クラブ 3,000 円、片浦地
区老連 3,000 円、富水西北長寿会 2,000 円、十字地
区老連 3,000 円、穴部長生会 2,000 円、曽我老連
5,000 円、国府津老連 3,000 円、酒匂老連 3,000 円

●茅ヶ崎市 19,000 円／出口町豊寿会 3,000 円、堤下
ユメクラブ絆 1,000 円、萩園第一笑寿会 9,000 円、堤
上ユメクラブ絆 1,000 円、ＴＢＳ遊ゆう会 5,000 円

●相模原市 18,100 円／相友クラブ 5,000 円、二本松
昭和会 3,000 円、中和田寿会 5,000 円、大野中地区
すみれ寿会 2,100 円、二本松みどりの会 2,000 円、ニ
ュー相模厚友会 1,000 円

●厚木市 57,100 円／厚木市老連 45,500 円、ゆめク
ラブ妻田東 5,600 円、旭日町４丁目長寿会 3,000 円、

森の里森友会 3,000 円
●大和市 20,000 円／大和市老連 20,000 円
●伊勢原市 3,000 円／石田注寿会 3,000 円
●南足柄市 24,000 円／和田河原ゆめクラブ若松会

6,000 円、中沼寿会第一 5,000 円、中沼寿会第二
5,000 円、山崎駒千代会 5,000 円、雨坪ゆめクラブ睦
会 3,000 円

●海老名市 5,000 円／門沢橋ことぶき会 5,000 円
●綾瀬市 3,000 円／蓼川さわやかクラブ 3,000 円
●寒川町 15,000 円／寒川町老連 15,000 円
●大磯町 30,000 円／大磯町老連 30,000 円
●二宮町 21,030 円／二宮町老連 10,674 円、二宮町老

連 10,356 円
●大井町 5,000 円／大井町老連 5,000 円
●開成町 10,000 円／開成町老連 10,000 円

【ブロック等】
●横三 13,823 円／ニュースポーツ 13,823 円
●湘南 17,213 円／健康づくり実践教室 6,573 円、

ゆめクラブ大学（秦野）8,108 円、ニュースポーツ（寒
川）2,532 円

●県央 48,208 円／ニュースポーツ（愛川）8,189 円、
ゆめクラブ大学（厚木）22,845 円、友愛チーム研修会（厚
木）8,657 円、リーダー研修会（座間）8,517 円

●西湘 32,163 円／ニュースポーツ（小田原）9,390 円
（箱根）5,840 円（真鶴）5,602 円（湯河原）4,791円、
ゆめクラブ大学（真鶴）6,540 円

●足柄上 27,505 円／ゆめクラブ大学（中井）10,508
円（山北）10,716 円、ニュースポーツ（大井町）
6,281円

●相模原 26,859 円／ニュースポーツ 23,344 円、健康
づくり実践教室 914 円、友愛チーム研修会 2,601円

●県老連行事等 74,766 円／役員・推進員研修会
11,703 円、役員宿泊研修会 22,840 円、功労者のつど
い 15,187 円、賀詞交歓会 25,036 円

（敬称略）
合計 647,023 円

収　入	
県共同募金寄付金
事業活動基金募金
受取利息
前年度繰越金
収 入 合 計

0円
647,023円

60円
3,762,835円
4,409,918円

支　出
基金管理運営委員会経費等
各市町村助成金
払込手数料負担	

支 出 合 計
次 年 度 繰 越 金

25,955円
630,000円
11,436円

667,391円
3,742,527円

（普通預金 3,716,914円・郵便貯金 25,613円）

【決算報告】（平成29年3月31日現在）
収入合計
支出合計
次年度繰越金

4,409,918円
667,391円

3,742,527円

平成28年度　「ゆめクラブ神奈川事業活動基金募金」（平成28年4月1日〜平成29年3月31日）決算報告

ゆめジャーナル神奈川 7月号平成29年7月15日（3）

平
成
二
十
九
年
五
月
十
五
日
の
理
事

会
及
び
五
月
三
十
日
の
評
議
員
会
で
平

成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報

告
の
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
は
、
県
か
ら
の
補

助
事
業
や
委
託
事
業
に
加
え
、
皆
様
か

ら
の
分
担
金
な
ど
に
よ
り
、
多
く
の
事

業
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、「
か
・
な
・
が
・

わ
」
の
体
系
別
に
そ
の
一
部
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

「
か
」
事
業
の
健
康
活
動
で
は
、
高
齢

者
健
康
づ
く
り
実
践
教
室
と
し
て
、
二

ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
、「
頭
と
手
足
の
濃

密
な
関
係
」
と
題
し
た
講
演
及
び
「
考

え
る
運
動
～
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
を
や
っ
て

み
よ
う
～
」
と
題
し
た
実
技
を
行
い
、

併
せ
て
一
五
八
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
集

い
で
は
、
健
康
づ
く
り
と
隣
接
市
町
村

老
連
会
員
と
の
交
流
を
目
指
し
て
、
六

ブ
ロ
ッ
ク
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど

が
実
施
さ
れ
、
計
九
八
四
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
県
か
ら
の
委
託
事
業
と

し
て
、
健
康
体
操
や
介
護
予
防
等
に

関
す
る
講
座
「
ゆ
め
ク
ラ
ブ
大
学
」

を
、
六
ブ
ロ
ッ
ク
で
各
二
回
開
催
し
、

一
、〇
五
三
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

「
な
」
事
業
で
は
、
高
齢
者
相
互
支
援

事
業
と
し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
を
中

心
に
友
愛
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
平
成

二
十
八
年
度
は
、
四
四
一
チ
ー
ム
が
日

常
生
活
支
援
や
話
し
相
手
な
ど
の
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
友
愛
サ
ロ

ン
な
ど
「
仲
間
の
輪
を
広
げ
る
活
動
」

や「
健
康
長
寿
を
増
進
す
る
事
業
」な
ど
、

各
市
町
村
老
連
に
お
い
て
、
い
ろ
い
ろ

工
夫
を
し
て
い
た
だ
き
、
六
、六
〇
七
人

と
多
く
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
三
大
運
動
の
一
つ
で
あ

る
友
愛
チ
ー
ム
活
動
を
行
う
友
愛
チ
ー

ム
員
の
資
質
向
上
に
向
け
て
、
六
ブ
ロ

ッ
ク
七
会
場
で
研
修
会
を
実
施
し
、

五
五
五
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
社
会
奉
仕
の
日
統
一
活

動
で
は
、
六
、一
二
七
単
位
ク
ラ
ブ
で

三
万
五
、一
一
二
人
（
い
ず
れ
も
延
べ
数
）

が
参
加
し
、
道
路
や
公
園
の
清
掃
、
花

壇
の
緑
化
活
動
、
遊
具
の
点
検
・
補
修

な
ど
さ
ま
ざ
ま
に
工
夫
を
し
て
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
が
」
事
業
で
は
、役
員
研
修
会
（
二
回
）

や
女
性
会
議
研
修
会
（
二
回
）
等
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
関
東
甲
信
越
静
ブ

ロ
ッ
ク
等
が
主
催
す
る
研
修
会
に
も
参

加
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
広
報
活
動
事
業
と
し
て
、
夢

ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
本
紙
）
の
発
行
等
を
行

い
ま
し
た
。

「
わ
」
事
業
で
は
、
正
副
理
事
長
会
や

理
事
会
、
評
議
員
会
等
を
開
催
し
た
ほ

か
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
三
十
年
度

ま
で
の
五
か
年
計
画
で
あ
る
全
老
連
の

「
一
〇
〇
万
人
会
員
増
強
運
動
」
の
三
年

目
と
し
て
、
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
し

た
が
、
目
標
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
十
一
月
十
八
日
に
功
労
者
の

集
い
を
行
い
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
功

績
の
あ
っ
た
個
人
七
十
人
、
二
十
八
団

体
を
顕
彰
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て
も
、
当
初

の
計
画
通
り
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
当
初
の
予
算
編
成

で
は
、
四
二
一
万
七
、〇
〇
〇
円
の
前
期

繰
越
金
を
取
り
込
ん
だ
予
算
で
し
た
が
、

費
用
の
抑
制
や
効
果
的
な
執
行
に
努
め
、

結
果
的
に
一
五
一
万
四
、〇
〇
〇
余
円
の

マ
イ
ナ
ス
ま
で
圧
縮
で
き
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
度
決
算
が
認
定
さ
れ
る
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県
老
連
の
動
き

平
成
28
年

12
月

12
日
～
13
日　

県
老
連
役
員
宿
泊
研
修
会（
写
真
①
）

平
成
29
年

１
月

11
日　

平
成
29
年
賀
詞
交
歓
会
（
写
真
②
）

15
日　

ゆ
め
ジ
ャ
ー
ナ
ル
発
行

20
日
・�

27
日　

県
央
ブ
ロ
ッ
ク
ゆ
め
ク
ラ
ブ
大
学

（
写
真
③
）

24
日　

女
性
会
議
研
修
会
（
２
回
目
）（
写
真
④
）

26
日　

�

健
康
づ
く
り
実
践
教
室
（
相
模
原
市
）（
写

真
⑤
）

２
月

３
日　

正
副
理
事
長
会
議

11
日　

全
老
連
事
務
局
長
会
議

15
日
～
16
日　

全
老
連
友
愛
活
動
セ
ミ
ナ
ー

22
日
～�

24
日　

全
老
連
健
康
づ
く
り
中
央
セ
ミ
ナ
ー

３
月

３
日　

理
事
会
・
正
副
理
事
長
会
議

14
日　

全
老
連
理
事
会
・
評
議
員
会

16
日　

評
議
員
会

21
日　

市
町
村
老
連
事
務
担
当
者
会
議

４
月

７
日　

正
副
理
事
長
会
議

10
日　

編
集
委
員
会

11
日　

関
ブ
ロ
事
務
局
長
会
議

21
日　

全
老
連
新
任
事
務
局
長
職
員
研
修
会

５
月

８
日　

正
副
理
事
長
会
議

９
日　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
・
事
務
局
長
会
議

11
日　

監
事
会

15
日　

理
事
会

24
日　

女
性
会
議
研
修
会
（
１
回
目
）

26
日　

全
老
連
女
性
代
表
者
会
議

30
日　

評
議
員
会
・
理
事
会

６
月

９
日　

正
副
理
事
長
会
議

12
日
～
13
日　

全
老
連
事
務
局
長
会
議

19
日　

全
老
連
理
事
会
・
評
議
員
会

29
日
～
30
日　

関
ブ
ロ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

７
月

４
日　

健
康
づ
く
り
実
践
教
室
（
県
央
ブ
ロ
ッ
ク
）

７
日　

正
副
理
事
長
会

13
日
～
14
日　

関
ブ
ロ
活
動
推
進
員
研
修
会

20
日　

事
業
活
動
基
金
管
理
運
営
委
員
会

　
　
　

役
員
・
活
動
推
進
員
合
同
研
修
会

　
　
　

�

地
域
支
援
事
業
担
い
手
養
成
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ゆめクラブ
神奈川の動き

ご希望の方は住所・氏名・電話番号・希望
部数を明記の上、ＦＡＸまたはおハガキにて神
奈川県老連事務局へお申込みください。
〒221-0844　横浜市神奈川区沢渡4-2
（公財） 神奈川県老人クラブ連合会　宛
ＦＡＸ 045-312-4288
１部500円（別途送料）代金はコピー版受取
後、同封の郵便払込票にてお支払いください。

A4サイズで１頁に２曲。両面印刷です。
詳細は“ゆめクラブ神奈川”のホームページで
ご覧いただけます。

歌集「みんなで歌う 新・心のうた200選」 コピー版提供のお知らせ

地域でも開催可能な折り紙研修会を行い
ました。また、手工芸活動の作品と作り方
を持ち寄り、アイディアを共有しました。

大塚製薬の協力により高齢者の脱水の話を、実技では認知症予防体操のコグニサイズを行いました。

なのはなシニアサポートによる「タブレットを使った脳トレ」

にチャレンジ。「またやりたい！」という声が多くありました。

「か」「な」「が」「わ」「女性会議」の専門部会に分かれ、それぞれの議題について話し合いました。懇親会を通して、友好を深めることもできました。

横浜ホテルキャメロットにて、老人クラブ関係者及

び関係機関、企業が一堂に会し賀詞交歓会を行いま

した。

平成 28 年度ゆめクラブ神奈川役員研修会

②
賀詞交歓会

③
ゆめクラブ大学
（県央ブロック）

①
県老連役員
宿泊研修会

④
第２回
女性会議
研修会

⑤
健康づくり
実践教室

（相模原ブロック）

従来の「心のうた」
も引き続きご注文
いただけます。


